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データから見た業界の動き（平成29年12月分）
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業界の動き業界の動き
●情報連絡員からの景況報告の概要

▶ 売 上 高 （前年同月比）

▶ 収益状況 （前年同月比）

▶ 景 況 感 （前年同月比）
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●DI値 ▲6（前年同月比▲10）
●業種別DI値
　製造業 ▲5（前年同月比▲15）
　非製造業 ▲7（前年同月比▲7）
●前月比DI値
　製造業 25ポイント悪化
　非製造業 24ポイント悪化

●DI値 ▲6（前年同月比▲8）
●業種別DI値
　製造業 ▲10（前年同月比▲20）
　非製造業 ▲3（前年同月比±0）
●前月比DI値
　製造業 10ポイント悪化
　非製造業 不変

●DI値 ＋2（前年同月比＋10）
●業種別DI値
　製造業 ±0（前年同月比＋5）
　非製造業 ▲13（前年同月比±0）
●前月比DI値
　製造業 10ポイント悪化
　非製造業 10ポイント悪化

12月分12月分
平成29年

　協同組合山梨県FPセンター　理事長　井上 和仁 氏

　ファイナンシャルプランナー（以下FP）は金融・保険会社などの
企業内で資格を持つ人も多数いますが、当組合は平成13年に県
内の独立系のFPが集まり設立されました。これまで家計、老後の
資金、教育費や住宅ローン、保険の見直し、資産の運用・管理、相続
など、くらしとお金に関するさまざまな悩みに対し、専門知識を
もって相談業務を行ってきました。近年急速に少子高齢化が進行
していることから、高齢者を対象に、老後の生活設計や自分の身を
守るための生活関連情報を提供することを目的に新たに相談窓
口「オリーブの木」を設立しました。
　人生100年といわれる長寿化が進む中、高齢者が貧困により破
産状態の生活を送らざるを得ない「老後破綻」も増えており、将来

的には高齢者の半数以上が破綻するのではないかという社会問題
となりつつあります。この原因の一つに高齢者の社会的孤立があ
り、特に、近所づきあいがほとんどない人、困ったときに頼れる人
がいない人が増えています。高齢者の孤立を防ぐためには、不安や
悩みを話せたり、ちょっとした相談ごとができる場や人間関係を
つくることが重要と考えます。オリーブの木では、相談者の悩みに
関して、選択肢を提示し、それぞれのメリットやリスクの情報提供
を行っています。高齢者が不安を抱え、社会から遠ざかることなく、
自分自身の役割を自覚し安心して生活することができるよう、い
つでも傍にいて話し相手になることを心掛けています。
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人生100年時代に向けて人生100年時代に向けて

　平成29年12月の山梨県内の全業種のDI値は、前年同月比で、売上高
は10ポイント、収益状況は8ポイント悪化した。景況感は2ポイント改善し
ているが、マイナスの中での動きのため、景気の回復感は感じられない結
果となった。
　前月比で比較すると、売上高は24ポイント、収益状況は4ポイント、景
況感は6ポイント悪化した。
　業種別のDI値においては、製造業では前年同月と比べ、受注の減少な
どから、売上高は15ポイント悪化した。さらに原材料等の価格上昇を売価
に転嫁しきれていない状況を顕しているものと考えられ、収益状況も20
ポイント悪化する結果となった。景況感は一般機器業界が好調で製造業
として5ポイント改善した。
　一方で、非製造業においては、建設業の公共工事の減少、サービス業で
は年末の曜日の並びが悪く集客が少なかったことが影響し、非製造全体
で前年同月比から売上高が7ポイント悪化した。
　天候不順による農作物の仕入れや材料価格の高騰、元請けからのコス
トダウン要請など適正価格での取引が行われていない報告があった。ま
た人材確保は多くの業種で課題となっており、人材育成と加えて業種・業
界を存続させるための対策が重要であると考えている。

■製造業
●食料品（水産物加工）／ギフトは低調。おせ
ち、業務用、原料売りが好調であったが全体
での売上は前年同月比で99.3％。

●食料品（洋菓子製造）／自社製品の売上は
専門店向けが減少したが、量販店向け及び
輸出向けが好調で109.5％。OEMは焼き菓
子、冷凍ケーキが好調108.3％。

●食料品（パン・菓子製造業）／9月から年末
にかけては繁忙期だが、人材確保が課題。
外国人派遣労働者に頼っている。

●繊維･同製品（アパレル）／自社ブランドの
ある製造販売業者に比べ、下請加工業者の
受注は安定せず厳しい状況。

●家具製造／木材全体が値上がり傾向のた
め、材料の仕入単価の値上げ要請があり、
販売価格の見直しを検討していく。

●窯業・土石（砂利）／仕事量が増加し、需要
の高まりから骨材が不足気味。

●窯業・土石（山砕石）／製品出荷量の減少
に歯止めがかからない。本来であれば需要
が高まる時期だが、先行き不透明。リニア中
央新幹線の工事や関連の公共工事が始ま
るまでは、見通しは暗い。

●一般機器／機械部品の需要の高まりから工
場拡張工事の動きがある。

●電気機器／航空機新規受注が思わしくない
状況。毎年のようにコストダウンの要請があ
り、航空業界から離れる企業も増加。

●宝飾（貴金属）／流行に左右されるため、材
料の仕入れや手作業の手間等の作業効率
に影響を与える要素が多く、収益が安定しな
い。

■非製造業
●卸売（紙製品）／中国への古紙類が輸入規
制となり、国内の古紙在庫が増加。

●卸売（ジュエリー）／クリスマスや年末商戦向
けの商品づくりが低迷。しかし、中国バイヤー
の購入商品が高額商品から低額商品まで広
がり、受注対応に追われる企業も出ている。

●小売（青果）／天候不順から商品が品薄で原
価が高騰。売価に転嫁できず収益状況を圧
迫した。価格安定が望まれる。

●宿泊業／12月はもともと宿泊数は少ないが、
年末の曜日の並びが悪く宿泊数が減少。甲
府駅南口は工事中に伴いライトアップが縮小
しているように感じる。

●美容業／年末はボーナス時期と重なり来店
数が若干増加し売上が5％増加。1月は例年
成人の日以降の来客数の減少が予想される。

●一般廃棄物処理／ゴミステーションに集積さ
れた不燃物・資源物（全部又は一部が売却可
能なもの）を持ち去る者が後を絶たない。廃
棄物処理法では市町村からの委託を受けた
者以外の運搬等は違反であり、自治体や警
察の連携した対応が望まれる。

●警備業／中部横断道、リニア中央新幹線トン
ネル及び台風等災害復旧の公共工事の他、
年末警戒警備の増大に伴う警備員の派遣要
請への対応に苦慮している。全業種の有効
求人倍率に対し、建設労務者や警備員の求
人倍率は高く、人材の確保が極めて困難な
状況である。人材確保の課題対応のため、警
備員の処遇、職場環境の改善を行うが効果
は出ず、現状を維持する状況が続く。

●建設業（総合）／12月の県内公共工事動向
は、前年同月比で件数は6％減少しているも
のの、請負金額は5％増加している。今年度

の累計においては件数は4％、請負金額は10
％減少。

●建設業（型枠）／例年同様12月は仕事量が
増加した。しかし、下請け専門工事業者とって
は人件費や材料の高騰が影響し、収益につ
ながらなかった。また、賃金や休日といった労
働環境の悪さから若手労働者の確保や定着
率が低く、技術者の高齢化が進み仕事効率
が落ちている。今後は外国人実習生等に頼ら
ざるを得ない企業が増えてくると考えている。

●建設業（鉄構）／技術者・技能者の人材が不
足している。民間の店舗や物流施設の増設
工事等県内景気も持ち直しを感じさせるが、
依然として受注は首都圏などの県外物件に
依存する傾向が続く。

●設備工事（電気工事）／廃業による組合員の
脱退が増加している。組合としては業界維持
のため、組合員企業の人材確保定着や、組
合への新規加入者の取り組みが求められる。

●設備工事（管設備）／若手労働者の確保や
定着、熟練技術者の維持や技術の承継が課
題である。公共事業及び一般住宅工事の減
少が影響し売上は27.6％悪化。

●運輸（タクシー）／企業の忘年会によるタク
シー利用者増加の期待が外れ、売上は3％減
少。ドライバーの高齢化が進み夜勤対応が難
しい。

●運輸（バス）／ドライバー不足が業界全体で
の課題。

●運輸（トラック）／ドライバー不足が業界全体
での課題。国土交通省による標準運送約款
改定による、待機時間や荷役作業等の対価
を適正に収受するため、今後は荷受けの理解
と協力が求めていく。


